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（5a） CVQ x 2
ところがカン蛙は一言も云わずに、すっすっとそこらを歩いたばかりです。（蛙の
ゴム靴）
（5b） CVN x 2
そのとき誰かうしろの扉をとんとんと叩くものがありました。（セロ弾きのゴー
シュ）
（5c）  CVV x 2
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し方であること」を強調したいがために、あえて「もにゃもにゃ」という非慣習的なオノ
マトペを使ったと推察される。
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（39） pyo → pu
大砲をうつとき、片脚をぷんとうしろへ挙げる艦は、… （烏の北斗七星）
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（52） CVCV x 3
水をたして、あとはくつくつくつと煮るんだ。（水仙月の四日）
蟹の子供らもぽつぽつぽつとつづけて五六粒泡を吐きました。（やまなし）
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このような無声化・有声化現象はk ⇔ gやp ⇔ bといった閉鎖音に特に顕著に見られる。
　次に、子音交替の別の例として、硬口蓋化について言及した。硬口蓋化が関与している
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ず、母音/u/が別の母音と交替する例として、賢治の作品に見られた/u/ → [o]、/u/ → [i]、
/u/ → [e]の3種類について言及した。/u/ → [o]の例として、（23）の「三疋はぽかぽか流れ
て行くやまなしのあとを追いました。」を挙げ、非慣習的な「ぽかぽか」が、慣習的な「ぷ







　次に、母音/a/が別の母音と交替する例として、/a/ → [o]、/a/ → [e]、/a/ → [i] 、/a/ 
→ [u]の4種類について言及した。まず、/a/ → [o]の例として、（26）の「けれどもぼくは、
…やっぱりぽくぽくそれをたべていました。」が挙げられるが、非慣習的な「ぽくぽく」
が慣習的な「ぱくぱく」から/a/ → [o]という母音交替を経て派生したと仮定できる。/a/ 
→ [e]の例として、（27）の「とうとう三疋共頭がペチンと裂けたことでも何でもすっかり
出ているのでした。」が挙げられ、非慣習的な「ペチン」は、「パチン」から/a/ → [e]と
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母音/i/が別の母音と交替していると思われる例が、賢治の作品に、/i/ → [e]、/i/ → [a]、
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される「にかにか」は、慣習的な「にこにこ」から、/o/ → [a]という母音交替を経て派
生したと仮定できるが、「にかにか」がプラスのイメージの笑い方を描写する東北方言で












　モーラ交替の別の例として、/kyo/ → [ki]および/gyo/ → [gi]という、よく似た二つの
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